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Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
日
本
支
部
で
は
今
年
度
か
ら

新
た
に｢

グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
再
構
築
実
践
ガ
イ
ド｣

の
策
定
に
着
手
し

た
。「
米
国
防
調
達
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
、
民
間
企
業

が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
設
計
・
運
用
す
る

た
め
の
方
法
論
を
ま
と
め
る
。（
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｅ

日
本
支
部
事
務
局
幹
事　

曽
我
部
旭
弘
）

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
理
論
の
原
点

　

我
が
国
に
お
い
て
事
業
シ
ス
テ
ム
の
開

発
・
改
善
は
、
基
本
的
に
個
別
企
業
に
よ

る
独
自
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て

き
た
。
事
業
モ
デ
ル
開
発
設
計
の
た
め
の

知
識
・
知
恵
の
体
系
化
は
、
チ
ェ
ー
ン
ス

ト
ア
業
態
の
開
発
の
た
め
に「
流
通
の
戦
略

シ
リ
ー
ズ
」全
八
巻
が
一
九
六
五
年
か
ら
七

五
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
程
度
で
、
そ

れ
以
降
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　

そ
の
間
に
も
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア

の
台
頭
や
、
ユ
ニ
ク
ロ
を
は
じ
め
と
す
る
製

造
小
売
業
の
開
発
な
ど
が
日
本
で
進
ん
だ
が
、

そ
れ
ら
は
全
て
個
別
企
業
の
リ
ス
ク
の
元
で

開
発
、
実
践
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
欧
米
、
と
く
に
米
国
は
国

を
挙
げ
て
事
業
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
そ
の
体

系
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
業
種
別
事
業
モ

デ
ル
の
開
発
で
は
「
Ａ
Ｐ
Ｑ
Ｃ
（
米
国
生
産

性
品
質
セ
ン
タ
ー
）」
が
目
を
見
張
る
よ
う

な
体
系
化
を
実
現
し
、
他
に
も「
標
準
原
子

力
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
モ
デ
ル
（
Ｓ
Ｎ
Ｐ
Ｍ
）」

な
ど
日
本
が
見
習
う
べ
き
こ
と
は
多
い
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
の
原
点
に
あ
る
の
が「
米

国
防
調
達
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
Ｄ
Ａ
Ｇ
）」
で

あ
る
。
さ
ら
に
は
国
防
調
達
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
を
育
成
す
る
た
め
の
「
Ｄ
Ａ
Ｕ
（
国

防
調
達
大
学
）」
や
「
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
（
電
子
的

商
取
引
開
発
セ
ン
タ
ー
）」
な
ど
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
高
い
存
在
価
値
を
持
つ
組
織

を
米
国
は
数
多
く
有
し
て
い
る
。

　

我
が
国
に
お
い
て
も
、
事
業
シ
ス
テ
ム
開

発
の
知
財
・
ナ
レ
ッ
ジ
を
個
別
企
業
に
埋

も
れ
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ

を
再
利
用
で
き
る
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
我
々
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
学
会
日
本
支
部
も
微
力
な
が
ら
そ
の
一

端
を
担
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

筆
者
は
食
品
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
す
る
実
務

家
と
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
物
流

情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
だ
。「
注

文
」
を
「
現
金
」
に
換
え
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
、

す
な
わ
ち
「
受
注
」「
配
送
」「
請
求
」「
回
収
」

業
務
の
標
準
化
と
製
品
在
庫
の
適
正
化
を
目

指
し
た
が
、
そ
の
実
現
は
困
難
を
極
め
た
。

　

物
流
は
種
々
な
業
務
・
プ
ロ
セ
ス
を
つ
な

ぐ
機
能
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
販
売
・
製

造
・
調
達
な
ど
の
機
能
と
プ
ロ
セ
ス
が
整
理

さ
れ
な
い
ま
ま
、
そ
の
最
適
化
と
向
き
合

う
こ
と
に
な
り
、
会
社
全
体
の
業
務
構
造

や
取
引
習
慣
、
ル
ー
ル
を
変
革
す
る
こ
と

の
困
難
さ
を
、
身
を
持
っ
て
体
験
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
当
時
の
筆
者
は
原
点
に
立
ち
返

っ
て
、
事
業
シ
ス
テ
ム
と
は
何
か
、
そ
の
変

革
と
は
何
を
指
す
の
か
。
食
品
メ
ー
カ
ー
と

し
て
「
ど
ん
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
、
誰

に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
届
け
る
か
。
そ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

再
構
築
実
践
ガ
イ
ド
の
策
定
に
着
手

生産計画

部品調達

図1　事業プロダクト・プロセス革新とグローバル対応　GSC・国際工程管理
（ライフサイクルマネジメント）＊（新国際工程管理）
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Ｄ
Ａ
Ｇ
に
準
じ
て
以
下
の
よ
う
な
サ
ブ
シ
ス

テ
ム
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
仮
設
し
た
。

Ⅰ
事
業
企
画
準
備
段
階（
自
社
分
析
、
事
業

企
画
、事
業
設
計
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
業
務
プ

ロ
セ
ス
作
り
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
程
作
り
）

Ⅱ
実
施
段
階（
繰
り
返
し
量
産
タ
イ
プ
、
個

別
受
注
設
計
生
産
タ
イ
プ
）

Ⅲ
運
用
・
廃
棄
段
階
（
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

配
置
、
保
全
・
廃
棄
）

Ⅳ
ナ
レ
ッ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ⅴ
現
行
事
業
・
業
務
改
善
（
現
場
改
善
）

Ⅵ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
善

Ⅶ
マ
イ
ン
ド
・
ス
キ
ル
開
発
と
習
得

　

そ
の
全
体
像
が
図
１
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
「
Ⅰ
・
事
業
企
画
準
備
段
階
」
は
図
２

の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
踏
む
。
こ
の
よ
う
に

各
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
可
視
化
し
た
、
次
代
を

担
う
我
が
国
の
若
き
実
務
家
た
ち
の
助
け

と
な
る
実
践
的
な
ガ
イ
ド
を
作
成
し
た
、
調

査
報
告
書
と
し
て
発
行
す
る
計
画
だ
。

　

こ
れ
も
含
め
本
年
度
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
日
本
支

部
で
は
、「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
基
盤
技
術
」

と
し
て「
Ｄ
Ａ
Ｇ
・
Ｐ
Ｍ
Ｂ
Ｏ
Ｋ
分
科
会
」

を
展
開
し
、「
業
種
別
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｓ
」
で
は
鉄

道
と
原
子
力
、「
モ
デ
ル
化
」
で
は
事
業
機

能
の
Ｗ
Ｂ
Ｓ
展
開
を
テ
ー
マ
と
す
る
報
告
を

行
う
計
画
だ
。
我
々
の
小
さ
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
活
動
記
録
が
、
い
つ
の

日
か
欧
米
に
匹
敵
す
る
知
的
財
産
と
し
て

進
化
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

め
て
我
々
に
示
し
た
。
そ
の
変
革
に
は
デ
ザ

イ
ン
思
考
に
基
づ
い
た
事
業
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
全
体
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
我
々
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
日
本
支
部
で

は
、
今
年
度
の
活
動
の
柱
の
一
つ
と
し
て 

｢

グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
再
構

築
実
践
ガ
イ
ド｣

の
策
定
に
着
手
す
る
こ
と

に
し
た
。
Ｄ
Ａ
Ｇ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
ベ

ー
ス
に
、
そ
れ
を
民
間
に
転
用
す
る
か
た

ち
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
構
築
・
運
用
す
る
手
法
を
ま
と
め
る
。

　

事
業
シ
ス
テ
ム
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
、

た
め
に
必
要
な
し
く
み
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
」
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
早
稲
田
大
学
生
産
技
術
研
究

所（
当
時
）の
吉
谷
龍
一
教
授
か
ら
ワ
ー
ク
デ

ザ
イ
ン
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
設
計
方
法
お
よ
び
生

産
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
を
検
討
・
設
計
・
記

述
す
る
訓
練
を
受
け
た
。
ま
た
当
時
、
花
王

の
物
流
を
統
括
さ
れ
て
い
た
山
越
完
吾
氏
か

ら
Ｂ
・
Ｓ
・
ブ
ラ
ン
チ
ャ
ー
ド
博
士
の
著
書

｢

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｌ
Ｅ
＆
Ｍ
）｣
を
紹
介
さ
れ
、

深
い
関
心
を
持
っ
て
研
究
を
重
ね
て
い
っ
た
。

　

後
日
、「
Ｌ
Ｅ
＆
Ｍ
」は
米
国
防
省
の
調

達
ガ
イ
ド
（
当
時
は
Ｍ
Ｉ
Ｌ
規
格
）
を
民

間
向
け
に
転
用
し
た
解
説
書
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
。
そ
れ
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
米

国
に
お
い
て
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
は
軍
事
技
術

体
系
の
中
で
育
ま
れ
、
そ
れ
を
逐
次
、
民

間
に
転
用
す
る
か
た
ち
で
発
展
し
て
き
た
。

米
軍
の
知
見
を
民
間
に
転
用　

　

今
日
、
我
々
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
昨

年
の
３
・
11
の
大
震
災
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
が
複
雑
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
物
流
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
改

図2　「Ⅰ・事業企画準備段階」フレームワーク　
Ⅰ．1〔自社分析〕

Ⅰ．2〔事業企画〕

Ⅰ．3〔事業設計〕

Ⅰ．5〔事業ネットワーク工程作り〕 Ⅰ．4〔事業ネットワーク業務プロセス作り〕

自社経営実態を知り、段階的成長のために事業再編成計画を立案する

企画対象事業毎にビジネスモデル（事業計画）を策定する

企画対象事業モデルの詳細仕様・要件を整え、実現ステップを決定する

1 沿革・経営理念分析
2 業界・事業の業務プロセス分析
3 決算書・財務分析
4 経営戦略、マーケティング分析
5 人的資源管理分析
6 利益・資金計画
7 リスクマネジメント

1 製品・サービス・競合優位性
2 ビジネスモデル・事業規模
3 事業ビジョン・達成ステップ
4 製品・サービス詳細検討
　実践プロセス戦略的連携
5 売上利益の前提条件整理と
　数値目標

1 製品・サービスの品質機能展開
2 製品・サービス構成と部品サービス毎
　ネットワーク工程プロセス設定
3 部品プロセスの要件仕様の設定
　　　〃　　　　製作図書作成
4 原単位設定

1 拠点ネットワーク配置計画
　特に生産物流拠点と輸配送ネットワーク
2 調達・生産・物流などネットワーク
　コスト見積り
3 設備投資採算の確認

1 現行業務組織体系で改造する事項を想定
2 対象市場・顧客との関係で
　所要業務・組織化
3 本部・支部で開発・調達生産等
　業務分担想定
4 ITC情報化開発すり合わせ計画
5 運用条件、原単位などの想定と
　マスターメンテナンス

5 QCDの事前評価
6 ネットワーク工程能力想定・評価
7 プロジェクトの計画と運用
　（WBS展開）

6 投資採算
　資金繰り計画など

＊事業構成・事業マップ
事業毎顧客売上、粗利貢献分析
事業毎SWOT分析など

＊経営改善計画で事業再編成の方向付けを行う

＊企画対象事業をSC上で概要を決定する

事業再編成計画

対象事業ビジネスモデル (事業計画 )

実施段階へ

事業設定で設定したネットワーク工程を
現行で活用できる拠点ネットワークも
利活用して実現する

事業設計で求められる業務プロセス要件
を実現するため業務体系を作り込む


